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「後だしじゃんけん」は許される？ 
福島原発事故前 福島原発事故後 

公衆の被ばく上限 
 

1ミリシーベルト/年間 20ミリシーベルト/年間 

放射性廃棄物の 
基準 

100ベクレル/Kg以上 8000ベクレル/Kg以上 

体表面汚染のスク
リーニング・レベル 

13,000cpm 100,000cpm 
 
 
 

労働者の緊急作業
時被ばく限度 

100ミリシーベルト 250ミリシーベルト 

被ばく管理の考え方 
 

空間線量率 
 
 
 
 

個人被ばく線量 
 
 

20倍 

80倍 

8倍 

2.5倍 

4～10倍 
くらい? 



行き場のない除染ゴミを「資源」としてばら撒く！ 
究極の後だしジャンケン 



放射能汚染ゴミの全体像 

警戒区域・計画的避
難区域内の廃棄物 

稲わら、上下水道
汚泥、焼却灰など） 

東京電力福島第一原子力発電所事故に伴う放
射性物質による環境汚染の対処において必要
な中間貯蔵施設等の基本的考え方について  
平成２３年１０月２９日  環     境     省  





焼却しても14～22%程度しか減らない ＝ 土壌・瓦礫は燃えない！ 

除去土壌等の中間貯蔵施設の案について  中間貯蔵施設等福島現地推進本部 平成 25 年 12 月  

14～22%減 



中間貯蔵除去土壌等の減容・再生利用技術開発戦略検討会（第2回）資料3 平成27年12月21日 環境省  

壮大なムダ「除染」⇒今度は「浄化物」として再利用 



「減容化」施設が作られる 

中間貯蔵除去土壌等の減容・再生利用技術開発戦略検討会（第1回）資料3 平成27年7月21日 環境省  

中間貯蔵施設は巨大な「浄化」施設＝放射能処理プラント 





新たな放射能施設 ＝ 焼却灰の減容化 

中間貯蔵除去土壌等の減容・再生利用技術開発戦略検討会（第1回） 資料 5-2 平成27年7月21日 環境省  



モデル・プラントは 
東京・日の出町 エコセメント工場 

詳しくは「たまあじさいの会」中西四七男さんから 

日の出町 


